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『もっとも忙しい 第２クール 

自分にとっての 充実度は？』 
  

夏休み明けの全校集会で、「今日からスタートする第２クールは、『学習 

面』と『行事』の連続となるため、大変忙しい期間となります。」と、左に 

あるパワーポイントを活用しながら話をしました。しかし、第２クールを終 

えようとしている今、みなさんの正直な気持ちは(心に)どのような思いが残 

っているでしょうか？忙しかった第２クールを簡単に振り返ってみましょう 
 

①:前期期末試験(９月４日～)    ②:合唱祭・鴨中祭(９月２９日) ③:前期終了･成績配付(１０月６日) 

④:市内駅伝競走大会(１０月１４日) ⑤:体育祭(１０月２４日)    ⑥:３年後期中間試験(１１月６日～) 

⑦:生徒会役員選挙(１１月１７日～) ⑧:３年三者面談(１２月５日～) ⑨:１･２年後期中間試験(１２月６日～) 

⑩:かもかもフェスタ(１２月９日)  ⑪:１･２年三者面談(１２月１５日～) と、１つが終われば、「次の準備が

始まり」、途切れることがない(休む間もない)期間となりました。(図の通り) まして今年は、コロナの制限が解除さ

れた中での取り組みとなり、「初めて」となることも多くあり大変だったのではないでしょうか。それでも常に３年

生がリーダーシップを発揮し、全体を引っ張ってくれたお陰で、第2 クールを乗り切ることができました。3 年生

を中心に、生徒のみなさん本当に「ありがとうございました。」感謝しています。そして「お疲れ様でした。」 

そこで第2 クールの締めくくりとして、みなさんには「自己分析(評価)」をお願いしたいと思います。自身の 

「第２クールの充実度」についてお伺いします。上の①～⑪までの取り組みとそれぞれの準備期間(取り組み期間)を 

トータルして考えてみてください。 

「自分にとっての第２クール充実度は、『   ％』です」 
この充実度は、「人に発表したり」「人と比べる」ものではなく、自分自身を客観的に見た分析(評価)です。そし 

て、「充実度＝『価値度』＝『自分みがき度』」だと私は思っています。「どれだけ充実することができたのか」＝ 

「何処まで自分にとって価値あるものを残すことができたのか」が大きなポイントとなります。勝ち負け(損得勘定) 

ではなく、自分にとって価値あるものとして身についた力こそが、「自分みがきの力」ではないでしょうか。今回 

の「充実度」は、自分が残してきた「実績」です。その実績をしっかり受け止め、『自信』へと繋げてください。 

そして、実績があるからこそ、そこには『反省』が見えてくるはずです。(｢向上心｣より) 今回の充実度も「完璧 

(100％)」ではなく、反省点(課題)もあるはずです。そこを「言訳」せずに『次に繋げるチャンスとして活かす』か 

が最重要ポイントとなります。しっかり自分を受け入れ、第3 クールの課題として意識を高く持ちましょう。第3 

クールの話は、1 月9 日の集会で伝えたいと思います。 
 

＜PS＞明日からの生活で、「感じて欲しいこと」があります。(鴨居中 小さなモヤモヤ) 
今日で第２クールが終了となり、明日からは冬休み(１７日間)がスタートとなります。今年は例年よりも長め 

の冬休みとなるため、その分「年末年始の充実」と「第３(最終)クールに向けての準備」の時間として、充実させ 

て欲しいと思います。しかしここで、少し感じて欲しいことがあります。(正直、気になっている部分です。) 

それは、冬休みの自分の時間が増えることで、気の緩んだ行動・言動が目立つような気がしています。登下校 

時の様子(歩き方)で、『感じていない人』が増えてきているように思えるからです。(3・4 人で広がり、対向者を 

よけないでおしゃべりに夢中な姿を…) 登下校時だけでも気になるのに、友達と遊びに出かけている際では、ど 

うでしょうか？「電車やバスで乗客がいるのに、大きな声で話をしたり(急に爆笑したり)」「話し込んで、道を塞 

いだり(荷物をバラバラに置いたり)」「ゴミをポイ捨て(放置)したり」などがモヤモヤしています。 

校外でも・自分の時間でも・様々なシチュエーションでも「感じて行動できる人(鴨居中生)」であることを願 

っています。よろしくお願いします。 私の早とちり(モヤモヤの勘違い)であれば幸いです。ごめんなさい🙏 
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◇◆◇今日、第 69期生徒会が 

         『礼輝一進』をスローガンとして◇◆◇ 
11 月の生徒会役員選挙で決定した「第69 期鴨居中生徒会」が、初の取り組みとして全校生徒からアンケートを

とり、そして自分達の「公約」と照らし合わせ、「第69 期生徒会のスローガン」を作成しました。(先ほどの生徒集

会で発表がありました。) 

 

                       
                    

 
 

                      
                                 

 
 

生徒会の9 名に「第69 期として、どんな活動に力を入れて行きたいですか？」と聞いたところ、「今回のスロー

ガンのように、『全校生徒の声』を今まで以上に取り入れながら、身近で親しみやすく、一体感のある生徒会を目指

していきたい。また、行事だけでなく日常生活の強化やボランティア活動を取り入れていきたいです。そして、昨

年を超えるためにも、クラス・学年を越えた新しいことにチャレンジしていきたいです。」と、話してくれました。 

今日の引き継ぎ式を持って、第69 期生徒会が正式にスタートしました。これからの1 年間、とても大変だと思

いますが、全校生徒の笑顔を楽しみに「わくわくした生徒会」となることを願っています。 
 
＜ＰＳ：訂正(お詫び)＞ 

  NO.15 号で、生徒会の紹介をさせていただきましたが、誠に申し訳ありませんが2 つ訂正があることが分 

 かりました。この場をお借りし、訂正とお詫びをさせていただきます。 

  1：「第71 期生徒会」➠『第69 期生徒会』と判明しました。(生徒会の先生方が、歴史をたどりました。) 

  2：「副会長 水澤愛祐美さん」➠『副会長 永澤愛祐美さん』でした。名前を間違えてしまいました。        

 今後はこのようなことがないよう、充分に注意したいと思います。大変、誠に申し訳ありませんでした。 
 

 【鴨居中 小さな わくわく NO.１9】 「文化の部 またまた活躍が！」  
毎年3 年生が、夏休みの課題として取り組んでいる「全国中学校人権作文コンテスト」において、3 年3 組 松永

杏奈さんの作品「それぞれの当たり前」が『奨励賞』を受賞し、12 月2 日(土)にヨコスカベイサイドポケットにお

いて、表彰式が開催されました。 

松永さんの作品は、 

自分自身の体験を題材 

に、その思いを伝えて 

いる作品です。 

 私も 読ませていた 

だきましたが、自分の 

思いを素直に表現して 

いる素晴らしい作品で 

した。 

 

 

                                                                                                                                                                                                                                                          

 

れい  き  いっ  しん 
礼輝一進 

『礼』礼儀 

礼儀を身つける 

 
 

『一』 
 No.1 ｏｎｌｙｌ 一体感 

『輝』 
笑顔と個性が輝く 

『進』 
前進、積極性 

 

 

松永さん 

 「おめでとう 

  ございました。」 

そして今年度は、３年生が

多くの人権作文を出展して

くれたおかげで、『学校賞』を

鴨居中学校が受賞すること

ができました。 

３年生のみなさん「おめで

とうございます。」 

 

 今後も、今回の人権作文をきっかけとして一人ひと

りが「人権とは何か」と、少しでも関心を持ってくれ

たらと思っています。よろしくお願いいたします。 


